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「
教
育
・
保
育
の
担
い
手
と
し
て
の
理
念
ゆ
る
が
ず
‼
」

　

公
益
社
団
法
人 

日
本
仏
教
保
育
協
会
（
緑
谷
一
雄
理
事
長
）
は
１
月
20
日
、

大
本
山
増
上
寺
・
光
摂
殿
に
お
い
て
標
記
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
ス
タ
ー
ト
も
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し

た
。
認
定
こ
ど
も
園
移
行
後
の
不
安
を
抱
く
施
設
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
仏
保

園
の
教
育
・
保
育
の
理
念
は
揺
る
ぎ
な
く
、「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）」

「
平
成
27
年
度
収
支
予
算
（
案
）」
等
の
上
程
議
案
は
全
員
の
挙
手
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
「
仏
教
保
育
研
修
会
」
は
国
吉 

榮
先
生
（
白
百
合
女

子
大
学
非
常
勤
講
師
）
に
よ
る
「
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
保
育
の
始
ま
り
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
講
演
。
欧
州
滞
在
中
に
見
聞
し
た
、
フ
レ
ー
ベ
ル
教
育
を
活
か

す
幼
稚
園
教
育
を
日
本
に
導
入
し
た
「
関 

信
三
氏
」
の
幼
児
教
育
論
に
つ
い

て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
関 

氏
は
、
日
本
初
の
幼
稚
園
（
現
・
お
茶
の

水
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園
）
を
創
立
し
て
初
代
監
事
（
園
長
）
を
務
め
、
保
育

内
容
の
実
質
的
か
つ
実
践
的
な
手
引
書
を
作
り
、
幼
児
教
育
に
大
き
く
寄
与
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
先
生
で
す
。（
要
旨
は
６
・
７
ペ
ー
ジ
）

　

は
じ
め
に
、
緑
谷
一
雄
理
事
長
の

主
導
で
三
帰
依
文
を
斉
唱
。
続
い
て

同
理
事
長
か
ら
「
認
定
こ
ど
も
園
の

施
設
が
21
園
も
返
上
さ
れ
た
と
い
う

新
聞
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
減
収
に

は
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
政
府

は
公
表
し
て
い
る
が
、
減
収
に
な
ら

な
い
と
い
う
保
障
は
な
い
と
の
判
断

で
返
上
し
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
制

度
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
、
わ

れ
わ
れ
仏
保
園
が
教
育
・
保
育
の
主

た
る
担
い
手
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
慎
重
に
対
処
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
」
と
冒
頭
で
語
り
、
京

都
大
会
で
は
１
０
０
０
名
余
の
先
生

方
が
参
集
さ
れ
た
お
礼
と
、「
大
会

の
盛
会
は
、
一
重
に
実
行
委
員
の
先

 

理
事
会

 

運
営
審
議
委
員
会

　

第
８
回
理
事
会
／
第
６
回
運
営
審
議
委
員
会
／
平
成
26
年
度 

第
２
回
仏
教
保
育
研
修
会

                             　
　
　

  　
　

  

平
成
27
年
１
月
20
日
／
大
本
山
増
上
寺
・
光
摂
殿

麻
布 

常
任
理
事

髙
山 

常
任
理
事

京
都
大
会

日
野
実
行
委
員
長

緑 

谷 

理 

事 

長

髙
輪 

常
任
理
事　

古
屋  

常
任
理
事

吉 

岡 

先
生

鎌
田 

先
生
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生
方
の
京
都
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り

に
よ
る
熱
意
と
企
画
、
ご
努
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
改
め
て

感
謝
の
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
次
回
は
福
島
で
」
と
お

引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
福
島
大
会
に

触
れ
、
原
発
事
故
を
乗
り
越
え
て
の

ご
英
断
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
大
勢
の
参
加
を
呼
び
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
五
島
満
事
務
局
長
か
ら

理
事
会
・
運
営
審
議
委
員
会
の
両
会

と
も
成
立
す
る
旨
、
報
告
し
、
審
議

に
入
り
ま
し
た
。

　

上
程
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

１　

第
１
号
議
案　

平
成
26
年
収
支

　
　

補
正
予
算
（
案
）

２　

第
２
号
議
案　

平
成
27
年
度
事

　
　

業
計
画
（
案
）

３　

第
３
号
議
案　

平
成
27
年
度
収

　
　

支
予
算
（
案
）

４　

第
４
号
議
案　

そ
の
他

　

第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
に

つ
い
て
は
所
管
す
る
担
当
常
任
理
事

か
ら
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
の

挙
手
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
号
議
案
に
つ
い
て
は
髙
山
久

照
常
任
理
事
よ
り
、
11
月
18
日
か
ら

25
日
ま
で
の
８
日
間
の
旅
程
で
、
印

度
山
日
本
寺
開
山
40
周
年
、
光
明
施

療
院
30
周
年
記
念
法
要
に
日
仏
保
を

代
表
し
て
参
加
す
る
と
共
に
、
イ
ン

ド
菩
提
樹
学
園
を
訪
問
、
世
界
遺
産

タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
見
学
等
の
旅
を
引
率

し
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

（
12
月
号
／
№
６
０
８
に
報
告
記
事

記
載
）。

　

そ
の
後
、
第
33
回
全
国
仏
教
保
育

京
都
大
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
ら

れ
た
日
野
昭
文
先
生
か
ら
、
第
32
回

福
岡
大
会
の
折
、上
村
映
雄
先
生（
元

理
事
長
）
か
ら
「
そ
ろ
そ
ろ
ど
う
か

ね
。
京
都
で
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
お
引
き
受
け
し

た
こ
と
。
第
31
回
栃
木
大
会
の
気
負

い
の
な
い
、
地
元
の
環
境
に
即
し
た

大
会
に
感
動
し
た
こ
と
を
思
い
、
そ

れ
ら
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
幼
保

の
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
一
体
と
な
っ

て
京
都
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て
頂
け
る

よ
う
企
画
し
た
こ
と
な
ど
、
エ
ピ

ソ
ー
ド
交
え
な
が
ら
大
会
開
催
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
吉
岡
棟
憲
先
生
（
福
島

県
仏
教
保
育
協
会
会
長
／
日
仏
保
理

事
／
福
島
ル
ン
ビ
ニ
ー
幼
稚
園
園

長
）
か
ら
、「
福
島
で
は
、
原
発
事

故
に
よ
る
他
県
へ
の
移
住
、
入
園
取

り
止
め
な
ど
５
０
０
名
余
に
の
ぼ

り
、
園
運
営
は
今
も
困
窮
し
て
い
ま

す
」
と
窮
状
を
話
さ
れ
、
京
都
大
会

で
名
誉
あ
る
『
古
屋
賞
』
を
授
与
さ

れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
・
返
礼
の
思
い

も
あ
っ
て
福
島
で
の
大
会
を
お
引
き

受
け
し
た
。
併
せ
て
、
皆
さ
ん
に
頑

張
っ
て
い
る
福
島
を
見
て
頂
き
た
い

と
思
い
、
大
会
開
催
を
決
意
さ
れ
た

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
城

の
鎌
田
文
惠
先
生
（
お
た
ま
や
幼
稚

園
）
か
ら
、
３
・
11
の
大
地
震
・
津

波
の
折
の
日
仏
保
か
ら
の
手
厚
い
支

援
に
勇
気
を
得
た
こ
と
な
ど
を
述

べ
、
改
め
て
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

小
憩
の
後
「
仏
教
保
育
研
修
会
」

を
開
催
。
80
名
余
の
先
生
が
参
加
し
、

幼
稚
園
教
育
の
始
ま
り
の
講
話
を
熱

心
に
傾
聴
し
て
い
ま
し
た
。

  

増
上
寺
に
隣
接
す
る
ザ
・
プ
リ
ン

ス
タ
ワ
ー
東
京
を
会
場
に
、
鳩
山
邦

夫
衆
議
院
議
員
（
仏
教
保
育
振
興
国

会
議
員
懇
話
会
会
長
）
や
林 

久
美

子
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
た

く
さ
ん
の
議
員
秘
書
の
方
々
、
関
係

団
体
、
各
宗
派
保
連
、
加
盟
園
等
合

わ
せ
て
１
０
０
名
近
い
先
生
方
の
参

加
を
得
て
、
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
仏
保
名
誉
会
長
・
八
木
季
生
台

下
（
大
本
山
増
上
寺
法
主
）
は
所
要

の
た
め
ご
参
加
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
の
で
、
緑
谷
理
事
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
衆
議
院
議
員
の
鳩
山
邦
夫
先
生

か
ら
「
人
間
の
根
幹
は
６
歳
ま
で
に

育
つ
と
言
い
ま
す
。
な
か
で
も
仏
教

の
教
え
に
基
づ
い
た
保
育
は
日
本
人

と
し
て
恥
じ
な
い
人
間
性
を
育
て

る
最
初
の
教
育
の
場
で
あ
り
ま
す
。

我
々
は
こ
れ
か
ら
も
思
い
や
り
の
あ

る
子
ど
も
育
成
の
た
め
に
、
仏
教
保

育
振
興
に
力
を
注
ぎ
ま
す
」
と
、
嬉

し
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
く
、
参
議
院
議
員
・
林
久
美
子

先
生
か
ら
は
「
日
本
の
未
来
を
託
す

子
ど
も
た
ち
を
生
命
尊
重
と
い
う
仏

教
の
教
え
を
基
に
温
か
く
育
て
て
頂

い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
て

か
ら
、日
本
の
幼
児
教
育
の
大
切
さ
、

そ
の
た
め
の
予
算
も
含
め
た
子
ど
も

育
成
支
援
な
ど
、
力
強
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
安
藤
文
隆
先
生
（
日
仏
保

理
事
）
の
ご
発
声
で
乾
杯
し
、
歓
談

と
な
り
ま
し
た
。
歓
談
の
折
々
に
司

会
者
の
指
名
で
関
係
団
体
、
宗
派
保

連
の
先
生
方
や
関
係
者
の
方
々
の
挨

拶
が
続
く
な
か
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

和
や
か
な
懇
談
の
風
景
も
続
い
て
い

ま
し
た
。

   

新
年
懇
親
会

司会・五島先生

乾
杯
・
安
藤
先
生

  林   久美子
       参議院議員 

   鳩山邦夫
　  衆議院議員
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平
成
27
年
度  

事 

業 

計 

画
（
案
）

１　

生
命
尊
重
の
保
育
推
進

　
　

心
の
教
育
「
い
か
せ
い
の
ち
」
の

　
　

保
育
の
充
実
・
普
及
を
図
る

２　

活
力
あ
る
日
仏
保

　
　

財
政
の
確
立
を
図
り
会
員
に
よ
る

　
　

会
員
の
た
め
の
安
定
し
た
運
営
基

　
　

盤
の
確
立

３　

魅
力
あ
る
日
仏
保

　
　

日
仏
保
研
究
所
を
中
心
と
し
て
魅

　
　

力
あ
る
研
修
会
等
を
と
お
し
て
会

　
　

員
及
び
後
継
者
の
期
待
に
添
う
日

　
　

仏
保
の
確
立

４　

国
際
交
流
・
社
会
貢
献
の
で
き
る

　
　

日
仏
保

　
　

生
命
尊
重
保
育
の
普
及
・
イ
ン
ド

　
　

菩
提
樹
学
園
・
ユ
ニ
セ
フ
支
援
等

　
　

国
際
交
流
・
社
会
貢
献
を
実
践
す
る　

　

(1)　

生
命
尊
重
の
保
育
推
進
の
た
め
の

       

実
践
、
普
及
活
動
（
募
金
運
動
）

(2)　

財
政
確
立
の
た
め
の
振
興
活
動

(3)　

生
命
尊
重
の
集
い
及
び
講
習
会
・

　
　

研
修
会
等
の
推
進

(4)　

生
命
尊
重
の
保
育
に
関
す
る
参
考

　
　

資
料
の
編
集
刊
行

 

基
本
方
針

　

  

生
命
尊
重
の
保
育
確
立
と

  

　
心
の
教
育
の
推
進

(1)　

仏
教
保
育
に
か
か
わ
る
調
査
・
研

　
　

究(

仏
教
保
育
史
等
）

(2)　

仏
教
保
育
研
究
所
（
講
師
団
・
所

　
　

員
の
充
実
）

(3)　

仏
教
教
育
研
究
会
の
開
催

(1)　

中
央
講
習
会

ア
．
第
83
回
夏
期
仏
教
保
育
講
習
会

　
　

７
月
22
日(

水)

・
23
日(

木
）

　
　

増
上
寺
・
光
摂
殿

イ
．
第
60
回
仏
教
保
育
関
西
地
区
研
修
会

(2)　

講
習
会
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
の
開
催

　
　

促
進

(1)　

平
成
27
年
度
第
１
回
仏
教
保
育
研

　
　

修
会　
　
　
　
　

６
月
総
会
時

(2)　

平
成
27
年
度
第
２
回
仏
教
保
育
研

　
　

修
会　
　
　
　
　

１
月
中
旬

(3)　

養
成
機
関
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
下
旬

(1)　

機
関
紙
「
仏
教
保
育
」　
　

　
　
　
　

月
刊　

園
長
・
教
職
員
対
象

(2)　

「
仏
教
保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」　

　
　
　
　
　
　
　

月
刊　

教
職
員
対
象

(3)　

「
ほ
と
け
の
子
」　

　
　
　
　

月
刊　

父
母
対
象
（
宣
協
社
）

(4)　

仏
教
保
育
教
材
の
編
集
・
監
修

  

１
．「
こ
ど
も
の
く
に
」
ひ
ま
わ
り
版

　
　
　

月
刊　

年
長
児
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
す
ず
き
出
版
）

　

     

「
わ
た
し
の
記
録
」
ひ
ま
わ
り
版

　
　
　
　
　
　

一
斉
購
読
の
園
に
贈
呈

　

２
．「
こ
ど
も
の
く
に
」 

チ
ュ
リ
ー
ッ

　

         

プ
版　

月
刊　

年
中
児
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
す
ず
き
出
版
）

　

３
．
「
こ
ど
も
の
く
に
」
た
ん
ぽ
ぽ
版

　
　
　

月
刊　

年
少
児
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
す
ず
き
出
版
）

　

４
．
出
席
カ
ー
ド　

園
児
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　

（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

　

５
．
な
つ
の
え
ほ
ん　

園
児
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
す
ず
き
出
版
）

　

６
．
と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い
う
れ
し
い
な

      　

   

新
入
園
児
対
象
（
す
ず
き
出
版
）

　

７
．
仏
教
保
育
紙
芝
居

　

８
．
そ
の
他
必
要
な
教
材

(5)　

「
写
真
ニ
ュ
ー
ス
」
「
日
仏
保
の
ポ

　
　

  

ス
タ
ー
」
の
発
行

　
　
　
　
　
　
　

父
母
・
教
職
員
対
象

(1)　

仏
教
各
団
体
・
他
宗
教
団
体
と
の

　
　

連
絡

(2)　

各
私
立
・
各
宗
保
育
団
体
と
の
連
絡

(3)　

地
方
組
織
と
の
連
携
強
化
及
び
育

　
　

成
指
導

(4)　

保
育
関
係
企
業
と
の
連
絡

　
　

（
鈴
木
出
版
・
宣
協
社
・
フ
レ
ー

　
　

ベ
ル
館
・
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
・
ひ

　
　

か
り
の
く
に
・
世
界
文
化
社
・
学

　
　

研
教
育
み
ら
い
・
ジ
ャ
ク
エ
ツ
・

　
　

エ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
）

(1)　

幼
保
加
盟
施
設
の
運
営
・
経
営
の

　
　

調
査
・
研
究

(2)　

保
育
制
度
研
究
会(

全
国
制
度
対

　
　

策
委
員
会
）

(3)　

仏
教
保
育
振
興
国
会
議
員
懇
話
会

　
　

と
の
連
絡
強
化

(1)　

国
際
文
化
交
流
等
と
社
会
貢
献

　
　

（
災
害
救
援
を
含
む
）
を
積
極
的

　
　

に
推
進

(2)　

イ
ン
ド
菩
提
樹
学
園
の
育
成
協
力

　

ア 

菩
提
樹
学
園
訪
問
指
導
・
運
営

　
　

 

委
員
会

　

イ 

運
営
基
金
の
管
理
運
用

　

ウ 

運
営
及
び
育
成
指
導
へ
の
協
力

(3)　

オ
メ
ッ
プ
（
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
）
に
協
力

(1)　

日
本
仏
教
保
育
協
会
賞

    　

本
年
度 

養
成
機
関
卒
業
生

(2)　

仏
教
保
育
功
労
賞

    　

仏
教
保
育
実
践
に
功
労
の
あ
っ
た

         

個
人
で
、
適
任
者
が
い
る
年
度

       

の
み
授
与

(1)　

会
員
加
入
促
進
運
動

(2)　

奉
祝
花
ま
つ
り
・
暑
中
見
舞
広
告
・

　
　

成
道
会
等
の
協
賛
広
告

(3)　

各
種
出
版
物
、
教
材
の
開
発
・
販

　
　

売
推
進(

重
点
教
材
・
出
版
物
「
こ

　
　

ど
も
の
く
に
」
「
ほ
と
け
の
子
」
）

(4)　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

(5)　

そ
の
他

　
　

「
仏
教
保
育
な
る
ほ
ど
12
か
月
」

　
　

「
改
訂
わ
か
り
や
す
い
仏
教
保
育

　
　

総
論
」
「
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
絵
本
お

　
　

し
ゃ
か
さ
ま
」
「
新
選
ジ
ャ
ー
タ

　
　

カ
絵
本
全
５
巻
」
「
こ
ど
も
の
く

　
　

に
別
冊　

新
・
新
仏
教
説
話
紙
芝

　
　

居
」
の
普
及
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

１
． 

生
命
尊
重
の
保
育
推
進
を

　
　

図
る  

国
民
運
動
の
展
開

     

「
養
成
機
関
連
絡
協
議
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

平
成
27
年
２
月
23
日
（
月
）
16
時
〜
17
時
30
分

　

会　

場　

芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル　

本
館
２
階
「
桜
」

　

テ
ー
マ   

「
保
育
新
制
度
と
仏
教
保
育
」

２
．
調 

査
・
研 

究

３
．
現
職
教
育

４
．
指
導
者
養
成

５
．
編
集
・
刊
行

６
．
関
係
団
体
と
の
連
絡
提
携

７
．
保
育
制
度
対
策
の
活
動
強
化

８
．
国
際
交
流
、
社
会
貢
献
の
実
践

９
．
奨
励
事
業

10
．
そ
の
他
必
要
な
事
業
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関　

信
三
（
せ
き　

し
ん
ぞ
う
）

は
１
８
４
３
（
天
保
14
）
年
、
三
河

の
幡
豆
郡
一
色
村
（
現
・
愛
知
県
西

尾
市
）
の
真
宗
大
谷
派
安
休
寺
で
６

人
兄
弟
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
、
法

名
は
猶
龍
と
言
い
ま
し
た
。
明
治
５

（
１
８
７
２
）
年
に
明
治
政
府
の
命

を
受
け
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
潜
入
し
ま

す
。
破
邪
顕
正
（『
邪
を
破
り
、
正

を
顕
す
』
こ
と
）
と
呼
ば
れ
る
活
動

が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
悪
い
影

響
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危

惧
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
を
監

視
す
る
た
め
の
潜
入
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
彼
は
ス
パ
イ
と
い

う
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
辛
い
扱
い
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
本
願
寺

の
命
に
よ
り
大
谷
光
瑩
上
人
に
随
行

し
て
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
す
る
の
で
す

が
、
現
地
に
お
い
て
も
キ
リ
ス
ト
教

解
禁
ま
で
蝶
者
と
し
て
の
活
動
を
続

け
さ
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
間
の
ス
パ
イ
活
動
に
関
す
る
記
録

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
留
学
中
に
キ

リ
ス
ト
教
が
解
禁
に
な
っ
た
た
め
帰

国
し
、
や
が
て
東
京
女
子
師
範
学
校

の
教
師
に
就
任
し
ま
す
。

　

欧
州
滞
在
中
に
見
聞
し
た
フ
レ
ー

ベ
ル
教
育
に
共
鳴
し
た
関　

信
三

は
、
明
日
の
日
本
を
担
う
幼
児
に
対

す
る
教
育
の
必
要
性
を
説
き
、
時
の

文
部
大
臣
・
田
中
不
二
麿
や
東
京
女

子
師
範
の
中
村
正
直
氏
ら
に
抜
擢
さ

れ
、
日
本
で
初
め
て
の
幼
稚
園
を
創

立
し
ま
す
。
現
在
の
「
お
茶
の
水
女

子
大
学
附
属
幼
稚
園
」
で
す
。

   

関
は
、
明
治
13
（
１
８
８
０
）
年

に
36
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
日
本
の
幼
稚
園
創
立
に
大
き

く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
彼
の
お
墓
は
、
四

角
い
墓
石
の
上
に
円
柱
を
置
い
た
よ

う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
レ
ー

ベ
ル
の
お
墓
の
上
に
も
彼
の
幼
児
教

育
論
の
球
体
原
則
に
因
ん
で
、
球
体

を
据
え
置
い
て
い
る
の
で
す
が
、
こ

れ
を
模
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

関　

信
三
の
お
墓
は
、
谷
中
の
真
宗

大
谷
派
・
宗
善
寺
に
あ
り
ま
す
。

　

国
吉
先
生
は
、
関　

信
三
の
来
歴

を
こ
う
述
べ
ら
れ
て
か
ら
、
配
布
の

資
料
に
添
っ
て
本
題
に
入
り
ま
し

た
。

　

『
礼
記
』
の
内
則
に
「
寛
裕
、慈
恵
、

温
良
、
共
敬
に
し
て
、
慎
み
て
言
寡

（
こ
と
な
）
き
者
を
求
め
て
子
の
師

と
為
ら
し
む
。
其
の
次
を
〝
慈
母
〞

と
し
、
次
を
〝
保
母
〞
と
な
す
、
と

あ
り
ま
す
。
初
期
の
幼
稚
園
教
師
は

「
保
母
」
で
は
な
く
「
保
姆
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
保
姆
の
養
育
を
指
し

て
「
保
育
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
保
育
も
、
は
じ
め

は
「
扶
育
」
あ
る
い
は
「
補
育
」
と

い
う
字
を
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
原
典
を
英
訳
し
た
形
で
日

本
に
入
っ
て
き
た
た
め
で
す
。

　

関　

信
三
は
、
わ
が
国
で
最
初
の

幼
稚
園
長
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
初

期
の
幼
稚
園
教
育
に
関
す
る
文
献
の

ほ
と
ん
ど
は
彼
が
一
人
で
翻
訳
し
た

も
の
で
す
。
そ
の
功
に
よ
っ
て
東
京

女
子
師
範
学
校
の
付
属
幼
稚
園
の
園

長
（
当
時
は
『
監
事
』）
と
し
て
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
初
の
幼
稚
園

が
誕
生
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
就
任

早
々
、「
保
姆
養
成
機
関
」
を
正
式

な
機
関
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の

で
す
。

　

こ
こ
か
ら
先
生
は
、
維
新
後
の
新

政
府
に
命
じ
ら
れ
た
関　

信
三
の
蝶

者
時
代
、
キ
リ
ス
ト
教
解
禁
、
隠
遁

生
活
な
ど
に
触
れ
て
い
き
ま
す
。
や

が
て
蝶
者
を
解
か
れ
、
宗
門
か
ら
も

離
れ
、
欧
米
の
幼
児
教
育
に
関
す
る

文
献
等
の
翻
訳
を
す
る
こ
と
で
生

計
を
立
て
る
道
を
選
ん
だ
関　

信

三
の
活
動
に
話
を
移
し
て
い
き
ま

し
た
。

                       
【
講　

師
】　

国  

吉　

榮   

先
生
（
白
百
合
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

平
成
27
年
１
月
20
日
、
増
上
寺
・
光
摂
殿
に
国
吉
榮
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
標
記
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
で
初
め
て
の
幼
稚
園
（
現
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属

幼
稚
園
）
を
創
立
し
、
初
代
監
事
（
園
長
）
と
な
り
、
実
質
的
か
つ
実
践

的
な
保
育
の
手
引
書
を
作
っ
て
幼
稚
園
教
育
に
大
き
く
寄
与
し
た
「
関　

信
三
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
関　

信
三
の

足
跡
を
辿
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
当
時
の
保
育
の
背
景
を
知

り
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
を
考
察
す
る
貴
重
な
ご
提
言
を
頂
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
以
下
は
そ
の
要
約
で
す
。

　

  

     

関 

信
三 

と
い
う

                    

人
物
に
つ
い
て

   

「
保
母
」
と
「
保
育
」

　
　
　

と
い
う
語
の
由
来
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明
治
11
年
の
は
じ
め
、
幼
稚
園
規

則
改
定
に
伴
っ
て
保
育
料
の
値
上
げ

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
関　

信
三
は
、

幼
児
期
の
教
育
の
重
要
性
を
社
会

に
発
信
す
る
た
め
、
『
幼
稚
園
は
幼

稚
を
保
育
す
る
の
楽
園
な
り
』
と
い

う
言
葉
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
文
部
省
の
『
教
育
雑

誌
』に「
幼
稚
園
創
立
法
」を
投
稿
し
、

幼
稚
園
を
全
国
に
展
開
す
べ
く
新
し

い
幼
稚
園
像
を
提
案
し
ま
す
。「
簡

素
な
園
舎
と
広
い
庭
、
定
員
48
名
、

保
姆
１
人
、
保
姆
助
手
４
人
の
小
規

模
幼
稚
園
」
と
、
人
数
な
ど
も
具
体

的
に
挙
げ
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
京
女
子
師
範
学
校
附

属
幼
稚
園
で
提
案
し
た
規
模
は
、
定

員
１
５
０
人
、
主
任
１
人
、
保
姆
２

人
、
保
姆
助
手
２
人
、
と
し
て
い
ま

す
。
翌
明
治
12
年
に
は
大
坂
府
立
模

範
幼
稚
園
の
設
立
を
提
案
し
、
し
か

も
無
償
幼
稚
園
と
す
る
こ
と
、
と
し

て
い
ま
す
。
彼
の
提
案
は
具
現
化
さ

れ
、
近
代
保
育
が
日
本
に
根
付
い
て

い
き
ま
し
た
。

　

明
治
33
年
、
保
育
の
改
良
発
達
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
フ

レ
ー
ベ
ル
会
の
会
員
で
、
幼
稚
園
問

題
調
査
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
保

姆
た
ち
に
よ
っ
て
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
発
達
に
即
し
た
保
育
を
す
る

た
め
に
「
二
葉
幼
稚
園
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
正
４
年
に

そ
の
保
育
実
態
が
文
部
省
令
の
示
す

幼
稚
園
基
準
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ

と
か
ら
、「
二
葉
保
育
園
」
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
園
は
「
幼
稚
を
保
育
す
る
の

楽
園
な
り
」
と
し
、
幼
稚
園
教
育
と

保
育
の
区
分
が
こ
こ
で
生
ま
れ
た
の

で
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

国
吉
先
生
に
よ
る
研
修
は
こ
こ
で

終
了
し
ま
し
た
が
、
日
仏
保
常
任

理
事
・
髙
輪
真
澄
先
生
か
ら
、「
関　

    

幼
稚
園
の
見
直
し
と

　

保
育
園
の
誕
生

  

関 

信
三 

の
死
後
、

 

幼
稚
園
は
急
速
に
小
学
校
化

信
三
な
く
し
て
日
本
の
幼
稚

園
教
育
は
語
れ
ま
せ
ん
。
法

名
を
持
つ
彼
の
波
乱
に
満
ち

た
短
い
生
涯
は
、
幼
児
教
育

の
振
興
に
賭
け
た
壮
絶
な
闘

い
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
」

と
、
国
吉
先
生
の
書
か
れ
た

『
幼
稚
園
誕
生
の
物
語
』
〜

「
蝶
者
」
関　

信
三
と
そ
の

時
代
〜
、
と
い
う
著
書
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
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事務局日誌

   

■
過
日
、
何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
寅
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
に

も
何
度
か
出
演
さ
れ
た
俳
優
の
米
倉
斉
加
年
氏
が
先
輩
俳
優
の
宇
野
重

吉
氏
と
舞
台
劇
で
共
演
し
た
時
の
こ
と
を
懐
古
し
て
話
さ
れ
て
い
る
様

子
が
放
送
さ
れ
て
い
た
。
舞
台
稽
古
の
際
、
宇
野
氏
が
「
も
っ
と
普
通

に
話
し
な
さ
い
。」
と
助
言
さ
れ
た
と
い
う
。「
感
情
を
傾
け
一
所
懸
命

に
台
詞
を
発
し
て
い
る
の
に
」
と
半
ば
反
発
を
し
た
い
気
持
ち
を
抱
い

た
が
、
宇
野
氏
の
演
技
は
作
ら
れ
た
演
技
で
は
な
く
、
自
然
の
ま
ま
の

演
技
で
あ
り
声
で
あ
る
こ
と
に
感
動
し
て
言
っ
た
そ
う
だ
■
何
か
に
執

拗
に
こ
だ
わ
っ
て
し
て
い
る
時
、
自
分
は
自
然
で
も
な
く
普
通
で
も
な

い
。
自
分
と
い
う
意
識
や
こ
だ
わ
り
を
離
れ
て
こ
そ
普
通
と
言
え
る
。

舞
台
だ
け
で
な
く
僕
の
人
生
に
と
っ
て
「
普
通
に
生
き
る
」
は
座
右
の

銘
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
話
の
内
容
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
普

通
と
は
何
だ
ろ
う
。
広
辞
苑
で
は
、
か
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。
あ

た
り
ま
え
、
と
あ
る
。
私
の
勝
手
な
解
釈
だ
が
、
普
く
通
じ
る
と
も
読

め
る
■
さ
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
生
活
や
生
命
の
あ
り
よ
う
は
、
そ
も
そ

も
広
く
す
べ
て
に
行
き
渡
っ
て
い
る
と
解
せ
る
。
自
分
だ
け
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
い
る
よ
う
じ
ゃ
、
平
々
凡
々
の
上
に
あ
っ
て
も
普
通
と
は

言
え
な
い
の
だ
ろ
う
。
普
通
に
生
き
る
と
は
何
だ
ろ
う
？ 

難
題
を
突

き
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
今
夜
も
眠
れ
な
く
な
り
そ
う
だ
。　
　

（
高
木
）

１
／
14　

「
仏
カ
リ
」「
仏
教
保
育
」
編
集
会
議

　
　
　
　

事
務
局
会
議

１
／
20　

第
８
回
理
事
会
、
第
６
回
運
営
審
議
委
員
会
、
第
２
回

　
　
　
　

保
育
研
修
会
、
懇
親
会

　

２
月
の
行
事
は
、や
は
り「
節
分
」で
し
ょ
う
。節
分
と
は
読
ん
で
字
の
如
し
、

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
『
季
節
を
分
け
る
節
目
』
を
指
し
ま
す
。

　

古
来
よ
り
、
節
分
に
は
「
豆
ま
き
」
と
と
も
に
、〝
い
わ
し
〞
を
食
べ
る

習
わ
し
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。〝
い
わ
し
〞
は
「
鰯
」、
つ
ま
り
弱
い
魚
と
書

き
ま
す
。
古
人
は
、
弱
く
て
臭
み
が
強
く
卑
し
い
魚
と
信
じ
て
い
た
よ
う
で
、

そ
れ
を
食
す
こ
と
で
「
陰
の
気
を
食
べ
る
」
と
い
う
縁
起
か
ら
き
た
風
習
の

よ
う
で
す
。

　

今
一
つ
、
節
分
に
は
「
恵
方
」
に
向
か
っ
て
「
巻
き
寿
し
」
を
食
べ
る
と

い
う
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
末
期
、
大
阪
の
船
場
で
商
売
繁
盛

の
祈
願
を
す
る
風
習
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
起
源

は
未
詳
の
よ
う
で
す
。
こ
の
風
習
は
一
時
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
９
７
０

年
代
後
半
に
大
阪
の
海
苔
問
屋
組
合
が
道
頓
堀
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
端
を

発
し
、
２
０
０
３
〜
４
年
頃
か
ら
全
国
の
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
販
売
し

宣
伝
さ
れ
た
た
め
、
節
分
に
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
習
慣
が
急
速
に
広
が
っ
た

よ
う
で
す
。

　

「
恵
方
」
と
は
、
陰
陽
道
で
そ
の
年
の
干
支
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
最
も

良
い
と
さ
れ
る
方
角
の
こ
と
で
、そ
の
彼
方
に
「
歳
徳
神
（
さ
い
と
く
じ
ん
）」

が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
恵
方
に
向
か
っ
て
食
べ
る
の
で
「
恵
方

巻
き
」「
恵
方
寿
司
」
な
ど
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
切

ら
ず
に
丸
ご
と
食
べ
る
の
は「
縁
を
切
ら
な
い
」と
の
意
味
を
持
つ
と
の
こ
と
。

更
に
、
恵
方
巻
き
に
７
種
類
の
具
材
を
入
れ
る
の
は
七
福
神
に
因
ん
で
「
福

を
巻
き
込
む
」
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
か
。
今
年
の
恵
方

は
「
西
南
西
」
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
願
い
事
を
念
じ

な
が
ら
黙
々
と
「
恵
方
巻
き
」
を
「
丸
か
じ
り
」
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。


